
地域密着型金融の取組み状況
（取組み期間：平成31年4月～令和2年3月）



【地域密着型金融推進への取組みについて】

 新湊信用金庫では、これまでも地域に密着した金融活動を経営の基本方針とし
て

取り組んで参りました。引続き、地域活性化に少しでも貢献することを目標に、

本取組みを恒久的に推進してまいります。

 今回、本取組みの基本方針とそれに基づく令和元年度中の具体的な取組み内容、

成果を取り纏めましたのでご報告申し上げます。

 当金庫としては、本取組みを引続き積極的に推進するとともに、地域活性化に
少

しでも貢献できるよう努めて参りますので、今後とも宜しくお願い申し上げます。



【令和元年度の取組みと成果】
１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

① 創業・新事業への取組み

 実現可能性の高い創業・新事業に関する案件の発掘と実現化への支援や資金面での
バックアップによる取引先企業の新事業展開などの支援を行います。

 射水市内で創業される方もしくは新たな事業を開始される方を全面的にバックアッ
プする取組みを強化するとともに、地域における金融機関としての役割を明確化さ
せ、当金庫として積極的に地方創生に関与していきます。

 地元事業者様と連携し、日本財団「わがまち基金」を活用した創業インキュベーション
事業を開始。創業者による創意工夫を引き出し、そして地域産業を牽引する新ビジネス
の開発に繋がる事業を創出するための支援を積極的に展開していきます。



具体的な取組み内容 成 果

創
業
・
新
事
業
支
援
へ
の
取
組
み

○各店に配置した「創業･新事業
支援担当者」による案件の発掘
と融資支援

○金融機関として、地域におけ
る当金庫の役割を明確化させ、
地域の活性化等に積極的に関与
すべく、地方創生ローンを発売

○地元事業者様と連携し、日本
財団「わがまち基金」を活用し
た創業インキュベーション事業
を開始

○【創業先への融資】
9件（融資金額 60百万円）

○【新事業への融資】
融資実績はありませんでした。

※上記とは別に、創業・新事業を引続き支援している先が9先（令和２年３月末現
在）あり、今後とも当金庫より的確な支援を行いながら、創業・新事業者様を全面
的にバックアップしていきます。

○【地方創生ローン実績】
融資実績はありませんでした。

○【入居者数（令和2年3月末現在）】
3事業者（空室4室）



具体的な取組み内容 成 果
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○地元事業者様と連携し、日本
財団「わがまち基金」を活用し
た創業インキュベーション事業
を開始

○【施設内でのセミナー・イベント等】
第1回ミライズIMIZUセミナー(令和元年10月4日開催)
（講演内容）「起業で夢を現実に！」
（講 師）株式会社プロデュース

代表取締役 新川篤志 氏
第2回ミライズIMIZUセミナー(令和元年11月14日開催)
（講演内容）「日本公庫の創業者支援」
（講 師）日本政策金融公庫高岡支店

国民生活事業 武田正久 氏
日本政策金融公庫富山支店
中小企業事業 平田 篤 氏

第3回ミライズIMIZUセミナー(令和元年12月12日開催)
（講演内容）「とあるデザイナーのフリーランス

起業体験記」
（講 師）富山県よろず支援拠点

プロダクトデザイナー 天野芳美 氏



具体的な取組み内容 成 果
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○地元事業者様と連携し、日本
財団「わがまち基金」を活用し
た創業インキュベーション事業
を開始

○【施設内でのセミナー・イベント等】
第4回ミライズIMIZUイベント(令和元年12月20日開催)
（ｲﾍﾞﾝﾄ内容）「人狼ジャッジメント」
（目 的） ゲームを通して楽しく想いを伝える

トーク術を身につける
第5回ミライズIMIZUセミナー(令和2年1月21日開催)
（講演内容）「中小企業診断士による補助金ｾﾐﾅｰ」
（講 師）中小企業診断士 窪田賢一 氏

入居者による事業発表会(令和2年2月10日開催)
※令和2年2月10日に開催した「入居者による事業発表会」の様子は、ミラ

イズIMIZUホームページにて動画配信しております。
ぜひ御覧下さい。

○【ミライズIMIZUホームページ】

http://mirise-imizu.net/



【令和元年度の取組みと成果】
１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

② 経営改善支援への取組み

 ビジネスマッチングやシニア人材マッチング交流会等の機会を提供し、販路拡大や
売上増進ならびに様々な経営課題解決につながるよう取引先の事業活動を側面から
支援します。

 コンサルティング機能を積極的に発揮し、外部専門家や認定支援機関との連携によ
り、中小企業等の経営改善、事業再生の取組みを支援します。

 中小企業等に対し、補助金や助成金、税制優遇等に関する無料個別相談会を中小企
業診断士と連携し定期的に開催します。



具体的な取組み内容 成 果

経
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○ビジネスマッチングやシニア人材マッ
チング交流会、食品海外販路開拓商談
会等の機会提供による取引先企業の販
路拡大や経営課題解決等への支援

○日本経済新聞社が主催するスタート
アップ・後継ぎベンチャーと企業をつ
なぐピッチイベント「スタアトピッチ
Japan」への参加支援

○信金中央金庫優待カタログへの商品エ
ントリー支援

○「新しい」または「独自」の技術や技
能、製品（商品）・サービス創出など、
創意工夫に果敢に取組んでいる射水市
内の“きらり”と光る企業を支援

○北陸地区信用金庫協会が主催するしんきんビジネスフェア「北陸ビジネス
街道2019」に当金庫のお取引先７先が参加（内、ブース出展は５先）、東
海地区信用金庫協会が主催する「第14回ビジネスフェア2019」に当金庫
お取引先１先が出展、城南信用金庫が主催する「2019“よい仕事おこし”
フェア」に当金庫お取引先１先の出展をいただき、販路拡大等に向けた事
業者マッチング支援を行いました。

○2019年度のシニア人材マッチング交流会の開催はありませんでした。
○2019年度の食品海外販路開拓商談会に参加したお取引先はおられません
でした。

○2019年度の「スタアトピッチJapan」に当金庫のお取引先４先がエント
リーし、その内３先がブロック大会に進出、更に１先が決勝大会に進出し、
技術パートナーや販路獲得、大企業に事業提携を売込む為の支援を行いま
した（残念ながら決勝大会で受賞とはなりませんでした）。

○優待カタログへのエントリーは、１先の１商品
（令和元年度に掲載する為のエントリー）

○令和元年度射水市きらりカンパニー顕彰の「きらり大賞」に当金庫お取引
先１先が応募し、「きらり大賞」を見事に受賞しました。



具体的な取組み内容 成 果
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○公益財団法人富山県新世紀産業機構が事
業運営している「中小企業首都圏販路開
拓支援事業」へ応募

○「(独)工業所有権情報・研修館」知財総
合支援窓口事業の活用

○外部機関・外部専門家との連携による中
小企業等の経営改善、事業再生の取組み
を支援

○特徴のある商品等（商品・技術・サービス）を持ちながら、なかなか販
路が広がらない当金庫お取引先１先の販路開拓支援を行うため、公益財
団法人富山県新世紀産業機構が事業運営している「中小企業首都圏販路
開拓支援事業」に応募致しましたが、残念ながら採択とはなりませんで
した。

○弁理士、弁護士など知的財産に携わる専門家による助言提供を受けるた
め、当金庫お取引先３先が「知財総合支援窓口事業」を活用致しました。

○ミラサポ活用回数 ２２先に対し６４回
○富山県よろず支援拠点の活用はありませんでした。



具体的な取組み内容 成 果
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○当金庫が企画した個別相談会を開催

○一般社団法人富山県中小企業診断協会と
連携した無料経営相談会を開催

○新製品開発や販路拡大を実現したい事業者様並びに設備導入を検討して
おられる事業者様を対象とした「補助金個別相談会」を以下の通り開催
いたしました。

【補助金個別相談会】
令和元年 ７月 ２日開催 ５事業者様参加
令和元年１０月２３日開催 ２事業者様参加
令和元年１０月２４日開催 ３事業者様参加

【「補助金」無料個別相談会（毎週水曜日開催）】
令和元年11月から毎週水曜日に開催している「補助金」無料個別相談会

に、合計２３事業者様が参加されました。

○創業１～３年未満の事業者様や、今後の事業計画が明確化していない事
業者様を対象とした「無料経営相談会（一般社団法人富山県中小企業診
断協会連携）」を令和元年１１月５日に開催し、４先の事業者様が相談
に来庫されました。



具体的な取組み内容 成 果

事
業
再
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○当金庫が、事業再生支援先として選定し
た事業者様に対し、外部機関（外部専門
家含む）との連携を強化するなどし、事
業再生（ランクアップ）へ向け全面的に
バックアップ

○経営改善の取組みを必要とする事業者様
に対し、経営改善計画（早期経営改善計
画含む）の策定を支援。事業者様の経営
改善・生産性向上の取組みを促進

○令和元年度事業再生支援先として当金庫が選定した事業者様は
１３先ありますが、ランクアップを実現した事業者様はいませ
んでした。

○令和元年度において、富山県中小企業再生支援協議会へ持込み
した事業者様はいませんでした。

○令和元年度、経営改善支援センターへ持込み・支援した先は、
５先（全て早期経営改善計画書／外部専門家と連携）ありまし
た。
※早期経営改善計画書とは、中小企業庁が平成29年5月29日から開始した事業で、

資金繰り管理や採算管理等の早期の経営改善を支援する為に策定する計画書で
す。
【早期経営改善計画書のメリット】
①自己の経営の見直しによる経営課題の発見や分析が可能
②資金繰りの把握が容易になる
③事業の将来像について金融機関に知ってもらう 等



【令和元年度の取組みと成果】
２．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供

給手法の徹底

①担保・保証に過度に依存しない融資等への取組み

担保・保証に必要以上に依存することなく、企業の事業内容や成長可能性等を適切に
評価し、融資や助言等を通じて企業の成長支援に努めます。

②企業の将来性、技術力を的確に評価できる能力等、人材育成への取組み

企業への円滑な融資対応能力向上を目指して、目利き力等のスキルアップを図るため
に外部研修派遣、通信講座受講、庫内研修を行い、お取引先企業の支援や経営改善指導
を的確に行える人材の育成に努めます。

③貸付条件の変更等の適切な対応

中小企業金融円滑化法は終了いたしましたが、その後も対応方針は何ら変わりなく、お

客様からのお借入に関する相談、お申込みについて真摯な対応に努めております。



具体的な取組み内容 成 果
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○動産･債権譲渡担保融資や資本性
借入金を活用し、新規融資の促
進を図ります。

○財務制限条項活用融資

○動産･債権譲渡担保融資や資本性借入金の活用はありませ
んでした。

※今後とも担保・保証に過度に依存しない融資等の取組みを推進すべく、積極的に
動産・債権譲渡担保融資、ABL等を活用する事を検討致します。

○財務制限条項活用融資（令和元年度実績）
２件 ２００百万円（シンジケートローン）

※今後も大口の資金需要に対応すべく、積極的にシンジケートローンを活用する事
を検討致します。



具体的な取組み内容 成 果
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○外部研修への派遣

○庫内研修の実施

○【外部研修（北陸地区信用金庫協会主催）】
事業性評価 １名
融 資 渉 外 １名
ライフプラン提案力向上 １名
個人融資開拓 １名
企 業 分 析 １名
渉外担当者基礎 ２名
融資業務基礎 １名
コーチング １名
ロジカル・プレゼンテーション １名

○【庫内研修】
支店長や支店長代理（融資担当役席者）、渉外担当者、
ならびに積極的にスキルアップ向上に努めている職員
を対象に、事業性評価に関連する研修を７回実施し、
「事業性評価融資」や「本業支援等」の取組み強化を
図る為のスキル向上に努めました。



【令和元年度の取組みと成果】
３．地域の情報収集を活用した持続可能な地域経済への貢献

①地域全体の活性化、持続的な成長を視野に入れた取組み

プロジェクトファイナンス案件に対し、地公体や商工団体、関係機関、他金融機関

等と連携するとともに、将来の成長可能性（持続的な成長等）を視野に入れ、事業の

育成・支援に積極的に取組みます。

②地域活性化につながる多様なサービスの提供への取組み

地公体や商工団体、関係機関、他金融機関等と連携し、地域の賑わい創出実現に向

けた仕組みを構築するとともに、多様なサービスを提供するなどし、地方創生の一助

となる取組みを強化致します。



具体的な取組み内容 成 果
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○プロジェクトファイナンス案件に対し、
地公体や商工団体、関係機関、他金融機
関等と連携するとともに、将来の成長可
能性（持続的な成長等）を視野に入れ、
事業の育成・支援に積極的に取組む

○地公体や商工団体、関係機関、他金融機
関等と連携し、地域の賑わい創出実現に
向けた仕組みを構築するとともに、多様
なサービスを提供するなどし、地方創生
の一助となる取組みを強化

○平成30年度より取組みしている「農畜連携による社会課題解決と地域
循環型産業育成構想」を具現化すべく、令和元年度も引続き、氷見市の
養豚業者様と北海道の帯広畜産大学、小樽商科大学ならびに一般財団法
人地域未来創生機構や地域循環型産業育成構想に賛同いただいた事業者
様と連携し、アニマルウェルフェア（動物・家畜福祉）の考えに沿い、
耕作放棄地を活用した放牧による養豚業の定着を推進するための支援を
行いました。

○当金庫と地元事業者様が運営主体となり、射水市や射水商工会議所をは
じめ、数多くの関係機関の協力・連携をもって立ち上げた「ミライズ
IMIZU協議会」による「創業インキュベーション事業」の取組みを令和
元年８月２３日より開始致しました。尚、本事業においては、公益財団
法人日本財団の「わがまち基金」からの助成金を活用しております。又、
本事業は、旧新湊地域（射水市）経済担い手育成を目的として開始した
事業であり、地域の賑わい創出実現に向けた仕組みを構築するとともに、
多様なサービスを提供し、ひいては地方創生の一助になればと考えてい
ます。


